
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和5年6月16日(金)　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：田口　雅也
	赤坂
	加藤
	国光
	本川
	滝田
	柴田
	織田
	坂本
	松村
	田口

	　○
	○
	準
	休
	休
	五福
	休
	研
	休
	○

	城内
	佐藤
	風間
	松橋
	大久保
	小海
	土橋
	古川
	山之口
	木村

	休
	準
	　○
	深
	休
	深
	○
	準
	休
	○

	奥寺
	金濱
	上野
	
	
	
	
	
	
	

	深
	○
	○
	
	
	
	
	
	
	



＜病棟連絡事項＞
・病棟ミトン新しい物庶務に依頼中です。
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＜東病棟入室状況＞
【入院】
・福山　満枝様～東病棟Dユニット17号室。

・藤井　紀成様～東病棟Aユニット8号室。
【転出】
・木村　トヨ様～東病棟Cユニットから南病棟Aユニット120号室。

【移動】
・山本　邦子様　C6号室→合併症室。

＜患者様連絡事項＞
・深畑　利勝様～6/21 14:00～15：00で介護認定調査予定。
　　　　　　　　家族様本日来院。車のカギ、携帯電話返却できず。
　　　　　　　　準備出来次第、家族様に連絡することとした。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・戸来　栄一様～身体拘束中。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
山本　邦子様～主治医・内科医診察
諸検査上、心筋梗塞・陳旧性肺炎疑いにより絶食・点滴対応の指示あり主治医より家族へTELし病状説明
緊急時は当院で出来る限りの対応希望されている
★主治医面談6/23夕（時間帯調整中）

＜村上Dr診察＞
・伊藤　茂義様～臨時薬ダーブロック2㎎→4㎎へ増量　他、同内容処方・経過観察の指示他科受診については、当院処方へ切り替え中であり内服継続出来ている事説明受け、安心されている　下肢痛に対し湿布処方あり

・榮田 惠子様～食事摂取量は安定。姿勢反射障害などのパーキンソン症状は目立たず経過している。主治医より退院支援の指示あり。

・深畑　利勝様～臨時薬ホリゾンOFF（6/22～）　他、同内容処方。

・工藤　京様～食事・内服薬への拒否や不穏・興奮は軽減傾向　処方変更なし。

・前田　綾様～三戸中央病院整形外科処方薬（ボナロン・エディロール）は家族持参・鑑別後内服継続の指示。認知症疾患治療病棟へ転出可。

＜菅野Dr診察＞
・片桐 惣一郎様～絶食・点滴対応継続。今後、認知症疾患治療病棟での認知症ケア継続を視野に入れていく方向。

・和田　昌様～6/14～定期薬バルプロ酸Na600㎎へ減量中。ADL全般の介助量は増加しているが、意識レベル低下なく経過している。内服薬変更なく経過観察の指示。

＜新入院患者様①＞
日　　時：令和5年6月16日　11：40
　氏　　名：福山 満枝（ふくやま　みつえ）様
　生年月日：昭和36年12月7日　61歳
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット
　
　＜経過＞
　初飲は20歳頃。飲酒習慣があり、1日缶酎ハイ（5％）3～4
　本飲酒しており、以前は楽しく飲んでいたが、R1年4月、出
　血性胃潰瘍にて同院消化器科へ入院となり5月上旬頃退院。
　職場復帰後より同僚から悪口を言われることや、娘に隠して
　いた再婚のことを従兄弟から伝えられる等あり、以後苛々感
　と辛い気持ちで飲んでいる。飲酒量は特に増えてはいない。
　飲酒のトラブルや問題行動はないとのことだが、自宅内で転
　倒したことや健診で肝機能の数値が高い等もあり、娘からき
　つく辞めるよう言われ自分としても止めようと思っていると
　のことで、抑うつ気分の改善と減酒治療の希望ありR1.10.1
　初診。薬物療法開始しているが、母親の介護や服薬で腹痛が
　生じた為通院治療が負担とのことで、治療中断の希望あり初
　診後より受診はしていなかった。R5.5.12、当院へ連絡あり。
　R5.4.21より八戸赤十字病院への通院を開始しアルコール依
　存症治療を行っていたが、自宅での断酒継続は困難であった。
　飲酒後には失禁や転倒することもあり、自宅での家族対応が
　困難であること、本人も入院での治療を希望しておりまずは
　外来での受診を勧め本日受診。断酒の意志あり入院希望聞か
　れ、アルコール依存症治療プログラム導入目的にてR5.6.15　
　東病棟へ任意入院となる。

＜新入院患者様②＞
日　　時：令和5年6月16日　17：00　
氏　　名：藤井　紀成様
病　　名：統合失調症
性　　別：男性
診 察 医：馬渡Dr.
入院形態：措置入院
病　　棟：東病棟Aユニット8号室

＜経過＞
現在73歳の母親と2人暮らし。父親は昨年死去している。
　昨日(6/15)に同居している母親に対して、トースター
を投げつける粗暴行為あり。母親が両肘を負傷している。
その後もバットを振り回す行為あり。その後母親が病状
の悪化を指摘したところ、「入院するぐらいなら死んで
やる」と話し、自宅から飛び出していった。その後、母
親から警察署に捜索願いが出され、その後23条通報とな
っている。精神保健指定医2名診察結果、要措置判定と
なり県職員（保健所）より入院告知受ける。
　上記経過より 東病棟Aユニット8号室へ措置入院となる。


